
一
緒
に
考
え
よ
う

こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設

全
国
で
高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
建
設
さ
れ
た
「公
共
施
設
の
老
朽
化
」が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
市
に
も
共
通
す
る
課
題
で
あ
り
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
「公
共
施
設
の
あ
り
方
」を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

進
行
す
る

公
共
施
設
の
老
朽
化

当
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
の
多

く
は
、
19
71
年
の
市
制
施
行
後
、
人

口
増
加
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
べ
く
建
設
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
大
規
模
改
修
実
施
の
目
安

と
さ
れ
る
築
30
年
を
経
過
し
た
建

物
が
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
外

・
内
壁
の
劣
化
な
ど
老
朽
化
は
ど
ん

ど
ん
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

公
共
施
設
は
今
後
一
斉
に
改
修
・
建

て
替
え
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。生駒市で老朽化が

著しい公共施設
（写真）

※築年数など簡単な

説明も加えるとわかり
やすい。

維
持
管
理
の
限
界

当
市
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
公
共
施
設
を
利
用
で
き

る
よ
う
必
要
な
改
修
等
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
維
持
管
理
し
続
け
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
今
あ
る
公
共
施
設
を
同
規
模
の
ま
ま
更
新
し

た
場
合
、
今
後
必
要
と
な
る
更
新
費
用
（
必
要
額
）
は
1

年
あ
た
り
約
33.

6
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
20
10
～
20
14
年
度
に
当
市
が
支
出
し
た
1

年
当
た
り
の
更
新
費
用
（
実
績
額
）
の
約
1.

6
倍
に
相

当
し
ま
す
。

公共施設の保全・更新に
必要となる費用（図）

人
口
減
少
に
伴
う

財
政
状
況
の
悪
化

広報 構成(案)

当
市
の
人
口
は
現
在
約
12
万
人
で
、
今
後

30
年
間
で
約
2
万
人
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
い
税

収
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障

関
係
費
は
増
加
し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
維

持
管
理
に
充
て
る
財
源
確
保
は
今
後
ま
す
ま

す
厳
し
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
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公
共
施
設
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

こ
れ
ら
の
直
面
す
る
公
共
施
設
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
必
要
な
対
策
を
行

う
た
め
、
当
市
で
は
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
こ
れ
か
ら
先
も
市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て

快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
公
共
施
設
へ
と
、
ま
た
将
来
世
代
に
負
担
を
か

け
ず
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
公
共
施
設
へ
と
見
直
す
取
り
組
み
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

▼
具
体
的
な
取
組

◎
複
合
化･･･

1
つ
の
建
物
に
複
数
の
機
能
を
持
た
せ
る
。

（
例
）
小
学
校
と
幼
稚
園
を
一
緒
に
し
、
1
つ
の
建
物
を

利
用
す
る
。

◎
転
用

･･･

建
物
の
用
途
を
変
更
し
、
新
た
な
用
途
で
活
用
す
る
。

（
例
）
廃
校
と
な
っ
た
校
舎
を
児
童
福
祉
施
設
と
し
て

新
た
に
活
用
す
る
。

◎
長
寿
命
化･･･

建
物
や
設
備
が
壊
れ
て
か
ら
修
繕
す
る
事
後
保
全
で
は

な
く
、
計
画
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
予
防
保
全
に
切
り

替
え
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
。

生駒北小学校と生駒北中学校を統合
し、平成28年4月に小中一貫校として
生まれ変わりました。

公共施設マネジメントの手法の例

写真

生駒北小中学校（小中一貫校）

小中一貫校のメリットは？

1 小中ギャップの緩和・解消

2 異学年交流による精神的な発達

3 継続的な生徒への指導

先進自治体の事例
掲載予定
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今
後
の
取
り
組
み

①～③の取り組みを踏まえ、 10年を計画

期間とした『公共施設マネジメント推進

計画』を策定します。

公共施設マネジメント推進計画に定める

方針を実行するための具体的な手法や実

施時期などを定めます。

公共施設マネジメント推進計画の策定

個別施 設計 画の策定

市では、これから先も市民の皆さんに、安心して快適に公共施設を利用していた
だけるよう、様々な取り組みを進めているところです。ここでは、市で予定している
公共施設マネジメントの取り組みを紹介します。

今後の公共施設についての基本的な

方向性を示したものであり、平成28
年3月に策定しています。

公共施設等総合管理計画の策定

各施設の状態や利用状況、コスト状

況などを把握し、施設の情報を一元

管理します。

①施設カルテの作成

各施設の評価の結果に基づき、施設ごと

に維持や廃止、多機能の受け入れ、用途

変更など、今後の方針を決定します。

③施設ごとの基本方針を決定

施設を客観的に評価するために施設

評価基準を作成し、それに基づき各

施設の評価を行います。

②施設評価の実施

生駒市では、公共施設の老朽化状況や利用状況などの現状や市民の皆さんからいただ
くご意見をもとに、計画的に公共施設を見直す取り組みを進めていきます。・・・

市民アンケート調査
の実施

※次ページで詳しく
紹介します。

ワークショップなど
の実施
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市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果

公
共
施
設
再
配
置
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
広
く
市
民
の
皆
様
の
声
を
聴
き
、
公

共
施
設
の
あ
り
方
に
対
す
る
意
向
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
市
民
を
無
作
為
に
抽
出
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
有
効
な
手
段
と
な
る
と
考

え
、
平
成
30
年
3
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
調
査
結
果
の
一
部
を
取
り
上
げ
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■調査対象者
18歳以上の市民3,000名（無作為抽出）

■調査期間
2019年3月14日(木)～2019年3月28日(木)

■有効回収数
○○○票（回収率○○％）

設問1：当市における公共施設の維持管理・運営費用を軽減するための
方策について、あなたの考えに合うものを選んでください。

設問2：当市において、公共施設の統合や複合化等を進めるにあたり配
慮すべきことについて、あなたの考えに合うものを選んでください。

棒グラフ

棒グラフ

アンケート結果を見ると、公共施設の維持管理・運営費用を軽減するた
めには、およそ○割の市民が施設の統合・複合化の必要性があると考
えていることがわかります。また、統合や複合化を進めるにあたっては
○○に配慮するべきと考える人が多いことがわかりました。

森先生のインタビュー記事
掲載予定
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